
別府―万年山断層帯の比抵抗構造
Resistivity structure of Beppu-Haneyama fault zone
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これまで数多く行われてきた地磁気－地電流 (MT) 法による比抵抗構造調査によって、地殻内の地震発生には
塩水やガスなど流体の寄与があることが示唆されてきた (e.g., Ichihara et al., 2011; Ogawa et al.,
2014; Aizawa et al., 2016)。MT法では、通常、各観測点で水平電場2成分、水平磁場2成分、鉛直磁場1成分の
時系列を取得し、電場―磁場の応答関数 (インピーダンス) と水平磁場－鉛直磁場の応答関数 (ティッパー)を
求め、これらをインバージョンの入力として比抵抗構造を推定する。しかしながら電磁場5成分観測は設置、電
源の維持の労力が大きく、多点観測によって高空間解像度の比抵抗構造を推定するのは容易ではない。これに
対し、電場だけの観測点を多く設置し、異なる地点の電場－磁場間のインピーダンスを用いて比抵抗構造を推
定する「磁場電場分離型MT法」が提案、実施されている (e.g., Unsworth et al., 1997, 後藤, 1999)。近
年、この「磁場電場分離型MT法」用途の、安価、軽量、省電力な電場ロガーが開発され利用されるように
なった (相澤他, 2015)。本発表では、「磁場電場分離型MT法」を別府－万年山断層帯東部の陸上地域に適用し
た結果を示す。この地域には地表に数多くの東西走行の断層が見られ、中央部に由布岳、鶴見岳、伽藍岳とい
う火山が存在している。地震活動は火山周辺で活発であり、震源の下限分布は深さ約10 km程度と周辺に比べ浅
いという特徴がある。また2007年6月、10月には震源が深部から浅部へ移動する群発地震も発生し (Maeda et
al., 2010)、流体の移動が地震発生に影響を及ぼしていることが示唆された。 
広帯域MT観測は2015年8~10月にかけ73点で行われた。このうち53点は電場のみの観測である。現在までの解析
から得られた結果は以下の通りである。(1) 表層から地下に鉛直方向に伸びる低比抵抗体が複数推定され
た。(2) 周期10秒以上のphase tensor から推定される深部比抵抗構造の走行方向は、北東－南西方向であ
り、地表の断層走行と斜交する一方、2007年6月と10月に別府市で発生した群発地震の震源の広がり方向
(Maeda et al., 2010) に近い。(2) の深部比抵抗構造の走行は1993年にこの地域で行われた長周期MT観測の結
果 (半田, 1998) とも調和的であり、群発地震が比抵抗構造にそった流体の移動により引き起こされたことを
示唆しているのかもしれない。本発表ではさらに解析を進め、比抵抗構造と別府－万年山 断層帯での地震活動
の関連について検討したい。 
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